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岩秘;雌材管転警堤1長格巻化霧t拙呂耕
ら人声■方石の殿様になると、大を助け、は子直政を後見し、その

養子通信の体制力HJ滞 に開始されるように二人の競上を支え続けた。

亡政は学問好きで、規孝行.危 く仏教を信仰し、柳沢■供とともに

御llttW‖人となったて,大 学頭林信持や】子T綱 吉誰対樽昨光などと誠交

があつた二代i昨上高‖正政とその生母年松lrLの事社を紹介します。
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当日受付 鑑 質無料

14:30～15,30

■請浸・講座 当日受付 聴 講無料

7月6日(日)・7月19日 (■)・3月3日(日) 7月12日 (土)1100～1130133t～ 1430

霊松院の本るさと
岩手町"1日神案 きつね踊り保存会

″引3日(日)1330～ 15100「 二人の藩主 雨部重損と南部直政」

7月27日(日)1330～ 151011「八戸域下の形成」
人r」Ⅲ立同書館長兼市史幅築室長 濃 田俊性氏

【交通粧閲】
東北自動車道

盛 岡 に か ら約 3 0分
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景 1)ぬえ「県立 障筋確

前JF 4定 歩0分

「協沢吉保と南部直政J
長崎大学vF教授 桐 留 真紀 氏

8月10日(日)1330～15:00「霊松院llH口孝)と南部直政」

―‐
‖

長合■ 憶Ⅲ綬吉“

f難;

■手県立い物館 i任 専門学芸員 tt々 木 勝オ


